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1.磁気プラズマ表面波は,磁場 Hがないときには,詳 しく研究されている｡H≒0の

とき,局所近似で表面波が存在 し,非局所近似の場合 も磁場が表面に垂直な場合は存

在 しうることが示 されている.従来の取扱では,電磁波に転表面が考慮されているが,

電子の振舞は表面で影響されず,バルクの性質だけで決まってしまい,表面に関する

直接的な情報は得られない｡微弱磁場を除き,散漫散乱が主であるので,表面の存在

を電子が感ずるような非局所近似で,表面波が存在すれば,表面に関する直接的な情

報が得られる｡ここでは,表面に平行な強磁場があるとき,イ)散漫散乱,ロ)異常

表皮効果領域,ノ､)フェルミ面が円柱形,の仮定の下に表面波が存在するか否かを検

討する｡

2.表面インピーダンス

金属表面内にX, y軸 (Ⅹ/クH)を取 り,内部-向けてZ軸 をとる.真空側 (Zく0)

で電場を

E,-Eoexp 〔kz+i(q∬Ⅹ - a't)〕 (1)

ととると,M｡Ⅹwellの式からk-(q三-W2/C2)1/2が得られ,表面インピーダンスは

47Cl･W Ey(0~) 47riQ'

E;(0~) C2k

金属側 (Z>0)では

玉(r,i) -玉 (Z) exp i(qxx-wt)

(2)

(3)

ととる｡ロ)の仮定によ りvz-～0の電子が電流に寄与する｡ハ)の仮定によりV3-0

で jy∝ Eyのみが寄与し, Eyと(E3,Ez)とが分離するOイ)ロ)の条件での電流

はAzbel&Kanerにより求められていて,Maxwellの式 をプー リェ余弦変換 したも
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ここで 9 0 -(3W2Bw/C2)1/3,p-e-i雫 / (1le-2材)1/3と塞き,qz- qoβX,

(3√了P2/莞7C)qZe,(qoβⅩ )/-2E',.(0)-G(x)の変数変換 を行えば

3√言′立 1 ∝,/J9
G(Ⅹ)-

27T(Ⅹ3+axM ) 3√丁 ーo
ll+ - J. K(x,x')G(x')dx'] (6)

但し a -k2/ p2qo2.

表面インピーダンスはこの Gを用いると
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47T乙dJ Ey(o+)
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3･分 散 式

表面波の分散式は Zu-Zを解いて得られる｡ W 竺 nf20?ときW-nfl十 efl(e～10)

と置くと, lel≫ (fir)llのとき

β- (2可 El)-V3 e-i(号-3flTIe )sgne

Zu-Zより

(‡)3岩 ･T3 Sgn(-6)-2打回 Ⅰ3(a)

(り
(8)

Z-i ,:
さて,Gの極は, a=Oなので, x0--1+ a/3,Xo7, Xo写2(ワ ニ e a ) で

ある｡ x o とのなす角をxとするとき,

tal 1
(9)

2V′'T 3flTIEi

､＼ー･
のとき Ⅰ(a)-I G (x)dxとでき,ほとんど Positive realとな り,(8)は E<0

0

のとき解 をもっ｡Gの積分項Kは小さいので遂次近似 を行 うと,

Ⅰ 1- JomGl(X ) dx- J『 dxGo(x ) 〔1+ J∞ K (x,x′)Go(x ′)dx′〕0
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但 し, 0-i-/ix'dyv′T,(1･y)(1+y+y2)- V% -1-O･155･
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Oは表面での散漫散乱の効果 を表わし, 15%経度の補正を与 えるo llを(8日こ代入し
て,

a-nf1-9打 (吾 )5

llma･l

Rea)

Bnfと2

C2k3･1･号(言)4〕

f3fl

- 8 1 (言 )9下 訂

(10)

さて,(10)で表面波の分散式が得 られたわけであるが,得られた結果 を IeI<1/itT

及び(9)に代入 してみると

klくk≪ k2

で表面波が存在 しうることがわかる. しかし, k2 ,klは共に (flT)1/3k比例 し,

k2/ k1-(チ )2 ( VT
4(2n)13)2/3 [ま1の程度になってしまい,ここでの- 条

件の下では表面波は存在 しえないことになる｡
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